
「質」と「量」の適正化をさらに進化

させ、具体的な数値目標を掲げ、施設

最適化を推進することで「施設保有量

の最適化」を図ることを目的とします。

施設の最適化の考え方を示す「施設再
配置の考え方について」や、施設の廃
止や運営改善に取り組むための「第２
次施設廃止計画」を策定してきました。
想定を上回る人口減少の進行など社会
情勢が大きく変化しており、今後の維
持更新費用の確保はより厳しいものに
なると予測されます。

豊橋市施設最適化計画2026-2035 概要版

第1章 計画の目的等

【背景】 【目的】 【計画の位置づけ】

【対象施設】

【計画期間】

2026(令和８)年度から2035(令和17)年度の10年間とし、５年で中間見直しを実施します。

第２章 建物系施設の現状と課題

・施設の老朽化
今後10年間で建設後50年以上の建物が約半分となり更新時期が迫っています。

・ニーズの変化
生活環境や利用需要は施設整備当時から変化しています。

・社会構造の変化
更なる人口減少が予測され今の保有量を維持・更新することは後世の負担を
増加させることになります。

【今後の見通しを踏まえた課題】

・利用需要を考慮した上で保有量を最適化し、財政負担の軽減を図る必要が
あります。

・市民ニーズの変化に行政サービスが対応することによって、利便性を維持
した施設管理・運営を行う必要があります。

【建物系施設の現状】

豊橋市公共施設等総合管理計画の個別施設計画に位置づけられます。

個別施設計画を策定している施設を除いた建物系施設を対象としております。

行
動
計
画

個
別
施
設
計
画

建物系施設 インフラ系施設

・道路

・河川

・橋りょう

・都市公園

・上下水道など
市営住宅・市民病院などの個別施設計画

豊橋市公共施設等総合管理計画

質の最適化

量の最適化

豊橋市施設最適化計画

豊橋市施設保全計画

2026(令和8）年度 2035(令和17）年度

見直し

計画期間：10年

５年 ５年
2030(令和12）年度

個別施設計画を策定している施設
市営住宅、競輪場、総合動植物公園、市民病院

対象範囲

公共施設等

インフラ系施設
都市基盤系施設：道路、橋りょう、上下水道

都市公園、公共駐車場など

建物系施設
市民利用施設：文化施設、スポーツ施設、

産業振興施設、学校施設など
行 政 施 設：庁舎施設、消防施設など

対象施設の延べ床面積
928,882.07㎡

土 地



第３章 施設最適化に向けた方針

【施設最適化の定義】

〇複 合  化：目的や機能が異なる施設を統合し、それぞれの機能を有した施設を整備

〇集  約 化：目的や機能が同じ施設を統合し、一体の施設を整備

〇用 途 変 更：既存施設の機能を廃止し、別の機能をもつ施設に転用

〇規模適正化：建替え・改修時などに施設規模を適正化し整備

〇ソ フ ト 化 ：施設の機能を民営化、また民間施設を活用して機能を継続

〇広 域   化：近隣自治体にある同じ機能の施設を集約し共同で利用、管理運営

〇廃  止：既存施設の機能を廃止、機能廃止・建物を解体し跡地の貸付や売却

〇機 能 改 善：民間活用等により、サービスの向上・運営コストを縮減

福祉センター子育て施設

福祉センター

教育施設

公民館

公民館A

公民館B

教育施設

福祉センターの建物を
改修して複合化

空いた建物を活用して

用途変更

老朽化により
除却

老朽化により
除却

多機能化により多世代が利用できる施設へ

【最適化のイメージ図】

集約化

●建物系施設の延べ床面積を１０年間で６％削減します。

【基本方針】

● 保有量の最適化
施設の複合化等により施設保有量の最適化を図ります。また原則、新規
整備は複合化施設とし、トータルコストの縮減を図ります。

● 施設運営の最適化
民間活用等の推進により、利便性を維持しつつコストの縮減を図ります。

【数値目標】

施設最適化は以下の手法などにより、施設の質や量の最適化を実施することです。

削減面積は 55,733 ㎡になります。 



第４章 施設最適化に向けた取り組み

【施設最適化する候補施設】

今後5年以内に施設最適化を行う候補施設は以下の表のとおりです。
対象施設は、第２次施設廃止計画において廃止が出来なかった施設や施設最適化の検
討を行い実現可能と判断した施設です。

「 」は施設最適化の検討期間（余剰となる施設の活用方法の決定を含む）を表し、
「★」は施設最適化の実施時期を表します。
主な施設の最新情報は本市のホームページ等で公表している「豊橋市公共施設白書」に記載しています。
※削減面積（14,878.74㎡）は本計画の対象延べ床面積の約1.6％です。



第５章 計画の推進について

指示・承認

〇財務部門

・予算査定（改修、解体など）
〇ファシリティマネジメント統括部門

（公共施設再編室）

・本計画の管理

・施設評価の実施

・施設最適化の検討・調整

・施設最適化後の施設の方針
相談・調整

市 長

指示 報告

提案・報告

〇施設所管課

・施設最適化の検討・調整

・予算要求（改修、解体など）

調整

調整・情報共有
説明
調整

施設最適化の実施

施設利用者、
自治会、議会
など

ファシリティマネジメント推進会議

市

【取組体制】 【PDCAサイクルの推進方針】

毎年、目標達成状況に関する進捗状況を確認するとともに、その結果に

よっては本計画を改訂するなど、ＰＤＣＡサイクルの考え方に基づき５

年を基本として必要に応じた計画の見直しを行います。

ファシリティマネジメント統括部門（公共施設再編室）により、施設の有効活用等を総合的

に企画・管理・運用し、関係各課との調整を図りファシリティマネジメント推進会議にて意

思決定を行います。
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